
　　lg，

賢
1

日

本
選
建
築
研・

究
の

栞

　
漕
九
）
　
天
沼
）

究．

ﾌ
暴

第
十
六
巻
　
第
三
號
　
　
繊
八
四

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
第
三
十
五
　
須
彌
壇
及
璽
麿
（
中
の
下
）

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
鎌
倉
時
代
（
つ
草
き
）

　
蘭
號
に
は
鎌
倉
時
代
和
様
須
彌
壇
の
寡
黙
の
分
に
就
い
て
の
み

記
し
て
お
い
た
が
、
此
度
は
重
屠
1
と
い
っ
て
も
よ
か
ら
う
と

思
ふ
も
の
一
の
例
を
置
け
る
。
須
転
官
の
重
工
と
い
・
識
の
は
、

同
じ
も
の
を
二
つ
積
み
重
ね
た
様
な
形
を
し
て
み
る
も
の
に
つ
け

た
名
で
、
つ
ま
り
上
下
枢
の
間
に
中
糎
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
エ
あ

る
の
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
探
し
た
ら
ば
い
く
ら
も
見

付
か
る
で
あ
ら
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
私
の
手
許
で
調
べ
て
あ
る
も

の
だ
け
に
つ
い
て
か
い
て
み
る
と
、
先
づ
次
の
二
種
類
に
大
別
し

得
る
や
う
で
あ
る
。

（
第
三
十
九
回
）

天

沼

俊

一

　
（
一
）
。
上
下
の
朋
目
板
に
絡
挾
間
と
蓮
子
と
を
入
れ
て
あ
る
も

　
　
　
　
の
。

　
　
（
イ
）
、
上
段
蓮
子
、
下
段
諮
狭
間
。

　
　
（
ロ
）
、
上
段
絡
狭
間
、
下
段
連
子
。

　
（
二
）
。
上
下
の
朋
目
板
に
絡
狼
間
と
卍
繋
ぎ
と
を
入
れ
て
あ
る

　
　
　
　
も
の
。

爾
ほ
細
別
す
る
と
、
蓮
子
に
も
縦
と
横
と
あ
る
し
、
絡
挾
聞
の
形

に
も
二
種
類
あ
っ
て
、
一
は
前
代
か
ら
績
い
て
る
る
花
頭
型
の
曲

線
を
も
つ
九
も
の
と
、
他
は
鎌
倉
時
代
の
装
飾
纂
股
玉
葛
の
綱
按

的
左
君
相
樗
文
様
に
殆
ん
ど
筒
じ
き
形
の
も
の
で
あ
る
。
斯
様
に

分
け
て
い
く
と
殆
ん
ど
際
限
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
位
に
し
て
お
い

（　144　）



て
左
に
實
例
の
記
載
を
試
み
る
。

　
飾
昂
一
こ
九
山
ハ
・
外
昂
…
二
九
七
㎞
樹
は
滋
智
訊
縣
憩
久
知
郡
血
榮
川
村
金
…
剛
輪
寺

本
堂
の
で
，
此
建
物
は
「
天
災
大
悲
閣
」
と
い
ひ
、
七
間
七
面
櫓
皮

豊
の
大
き
な
も
の
で
あ
る
（
．
創
立
は
天
李
†
三
年
だ
さ
う
だ
が
、

今
の
は
鎌
倉
建
築
で
、
其
須
彌
壇
は
稀
に
み
る
美
事
な
も
の
で
あ

る
。
束
の
一
に
飾
金
具
を
打
ち
つ
け
、
其
面
に

大
願
轟
講
鷺
轟
（
花
押
）

と
刻
み
つ
け
て
あ
る
の
み
な
ら
す
、
各
部
の
形
や
飾
金
挙
動
、
何

れ
も
よ
く
時
代
の
特
徴
を
現
は
し
て
み
る
。
下
の
方
の
波
形
雌
線

を
な
せ
る
部
分
は
、
既
に
前
回
に
も
蓮
べ
た
や
う
に
蓮
鰻
を
略
し

た
も
の
で
あ
り
、
下
書
と
中
枢
と
の
間
に
は
羽
目
板
に
絡
挾
間
を

ほ
り
，
其
内
に
攣
を
入
れ
て
あ
・
こ
と
、
石
手
業
裳
誰
八
）

の
如
く
、
中
枢
と
上
枢
と
の
間
に
は
密
縦
連
子
を
入
れ
，
そ
の
私

線
其
他
要
所
に
は
飾
金
具
を
打
つ
。
其
金
具
に
は
、
こ
れ
も
亦
例

の
如
く
蓮
唐
草
を
刻
む
。

　
連
子
窓
の
櫃
に
簿
金
具
を
打
つ
の
は
、
挑
由
時
代
か
ら
で
あ
る

の
に
（
第
二
一
血
三
聞
岡
㊨
。
第
二
み
ハ
ニ
闇
凹
及
㎝
第
”
十
四
巻
第
七
一
頁
下
段
下
行
参
照
）
，
．
・
の
㌢
な
と
・
う
に

日
本
古
建
築
主
寵
の
栞
（
冊
九
）
（
天
沼
）

は
、
．
こ
れ
で
み
る
と
鎌
倉
時
代
か
ら
用
ひ
て
あ
る
こ
と
が
判
る
で

あ
ら
う
。
こ
れ
は
全
く
装
飾
用
で
且
つ
小
さ
い
も
の
だ
か
ら
、
こ

れ
を
以
て
一
般
の
場
合
に
當
簸
め
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
思
ふ
。

　
上
権
の
上
に
は
幅
の
狼
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
細
い
一
文
字
金
具

と
珠
紋
三
つ
と
セ
吹
寄
せ
に
打
つ
け
て
あ
る
。
珠
紋
を
黒
い
線

（勿

驍
ｩ
ら
、
精
確
に
い
へ
ば
線
で
に
な
い
）
の
上
に
三
つ
笹
つ
つ
吹
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ラ
ブ
チ

に
臼
で
か
い
た
り
、
或
は
か
う
い
っ
た
や
う
な
李
縁
（
鶯
＝
9
）
の

と
こ
ろ
へ
飾
金
具
と
し
て
鍍
金
し
た
も
の
を
打
つ
た
り
し
た
の
は

夫
れ
測
れ
軍
安
や
鎌
倉
位
か
ら
類
例
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
さ
う

で
も
な
い
が
、
珍
ら
し
い
の
は
其
上
に
「
測
巴
紋
」
を
以
て
飾
っ
た

部
分
が
つ
い
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
巴
や
珠
紋
の
割
に
立
頭
紋
が

太
過
ぎ
る
の
か
、
さ
も
な
く
ば
創
頭
紋
の
割
に
巴
や
受
忍
が
小
さ

過
ぎ
る
の
か
何
れ
に
し
て
も
少
し
こ
れ
で
は
釣
合
が
よ
く
な
い
や

う
で
あ
る
。

　
第
三
九
七
圓
は
幽
憤
か
柱
に
つ
く
と
こ
ろ
で
、
自
然
か
う
な
る

が
、
上
の
劇
巴
の
つ
い
て
み
る
と
こ
ろ
を
柱
で
と
め
す
、
す
っ
と

横
の
方
ま
で
柱
を
巻
い
て
み
る
。
こ
の
窮
眞
で
み
る
と
上
の
珠
紋

は
柱
で
と
ま
り
、
あ
と
は
上
下
の
線
だ
け
が
柱
を
巻
い
て
み
る
様

　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
第
三
號
　
　
四
入
五

．（　145　）



　
　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
九
）
（
天
沼
）

に
見
え
る
が
、
實
は
さ
う
で
は
な
く
、
當
初
は
蔭
紋
が
つ
い
て
み

た
の
を
、
故
意
に
抜
き
と
っ
た
か
、
現
在
は
「
つ
も
獲
っ
て
み
な

い
が
、
珠
紋
の
足
帥
ち
釘
を
打
つ
た
孔
の
み
柱
に
あ
い
て
み
る
の

で
其
事
が
判
る
。
と
に
か
く
面
白
い
手
法
で
あ
る
。

　
第
三
九
八
岡
は
奈
良
縣
生
駒
郡
南
生
駒
村
小
心
尾
、
費
瞳
寺
本

堂
の
で
あ
る
。
三
間
五
面
入
母
屋
造
の
中
位
な
大
さ
の
建
物
。
た

だ
鎌
倉
時
代
と
椎
定
で
き
る
だ
け
で
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
判

ら
な
い
。
此
も
亦
前
例
の
様
に
、
下
に
絡
狡
間
上
に
盲
蓮
子
入
で

あ
る
、
さ
う
し
て
上
の
盲
蓮
子
は
、
大
廟
横
に
長
い
長
方
形
の
額

縁
の
中
に
入
っ
て
み
る
。
併
し
な
が
ら
斯
く
横
長
な
の
は
、
幅
の

意
い
の
が
二
つ
な
り
三
つ
な
り
横
に
つ
な
が
っ
た
と
み
れ
ば
、
別

に
愛
つ
九
と
こ
ろ
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
下
の
格
狭
開
は
從
來
み

な
か
っ
た
形
を
し
て
み
る
。
其
上
に
樋
門
が
薗
例
の
如
く
簡
箪
で

は
な
く
て
間
に
一
つ
の
繰
形
が
入
り
、
下
の
の
上
権
、
上
の
の
下

血
と
い
っ
た
風
に
分
れ
て
み
る
か
ら
、
此
鮎
か
む
い
っ
て
も
前
例

と
は
大
分
異
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
．
．
郎
ち
前
例
で
は
、
重
暦
と

は
い
ふ
も
の
」
全
面
が
…
つ
だ
と
い
・
馬
鍬
が
あ
る
の
に
、
此
に
於

い
て
は
下
は
下
で
完
全
で
、
其
上
に
も
う
一
つ
鯨
計
も
の
を
乗
せ

　
　
　
　
　
　
　
第
十
晶
八
面
　

第
三
號
　
　
、
四
八
山
ハ

た
や
う
な
罷
裁
だ
が
ら
實
は
こ
れ
が
な
く
と
も
、
形
は
立
派
に
と

れ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
上
荻
聞
の
形
を
研
究
し
て
み
る
。
此
種
の
格
狭
間
は
、
初

め
て
鎌
倉
時
代
に
で
き
た
の
で
あ
っ
て
，
白
虹
時
代
に
は
決
し
て

．
な
か
っ
た
形
で
あ
る
。
何
故
に
鎌
倉
に
か
・
る
形
が
で
き
た
か
。

夫
れ
は
恐
ら
く
慕
股
腔
内
の
彫
刻
か
ら
考
へ
つ
い
た
も
の
で
あ
ら

う
。
髪
に
於
い
て
私
は
ま
た
す
つ
と
蘭
に
戻
り
，
此
時
代
の
く
り

ぬ
き
式
装
飾
墓
股
を
考
へ
て
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
今
よ
り
正
味
十
一
年
蘭
、
大
正
九
年
七
月
一
日
下
行
【
史
林
】
第

五
巻
第
三
號
第
三
九
八
頁
を
開
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
第
二
十
二

圖
と
し
て
鎌
倉
時
代
五
股
十
九
種
を
圓
示
し
て
あ
る
。
そ
の
う
ち

右
の
方
か
ら
三
番
目
の
、
爾
脚
間
に
入
れ
て
あ
る
花
模
様
が
殆
ん

ど
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
殊
に
絡
挾
撃
の
左
右
の
輪
壌
が
、
一
つ

滑
か
な
曲
線
を
な
さ
す
し
て
、
中
程
に
茨
が
で
き
て
み
る
と
こ
ろ

な
ど
は
、
全
く
こ
の
通
り
と
い
っ
て
よ
ろ
し
い
。
其
上
の
三
つ
も

亦
此
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
か
・
る
纂
股
が
當
代
に
で
き
て
き
た

の
で
、
此
脚
内
の
花
模
様
を
そ
っ
く
り
格
狭
間
に
癒
冷
し
た
の
が

師
此
で
あ
る
。

（　146　）



　
第
三
九
九
圖
は
充
分
此
事
を
詮
若
立
る
に
足
る
も
の
と
思
ふ
。

．
格
狭
間
の
形
が
先
き
に
き
ま
っ
て
み
て
、
そ
の
周
園
に
脚
を
か
い

て
墓
股
に
し
て
み
た
の
だ
か
ら
、
小
雪
生
や
兵
隊
に
洋
服
を
着
せ

た
や
う
な
も
の
で
、
ど
う
せ
形
が
思
は
し
く
な
い
の
は
止
む
を
得

ぬ
。
此
岡
な
ど
は
も
う
少
し
脚
を
太
く
描
け
ば
よ
か
っ
た
と
あ
と

か
旺
思
っ
た
が
、
と
に
か
く
か
・
る
種
類
の
墓
股
の
彫
刻
と
全
く

同
じ
だ
と
い
ふ
こ
と
が
判
れ
ば
、
此
圖
を
か
い
た
目
的
は
達
し
て

み
る
の
で
あ
る
。

　
歯
黒
を
取
扱
つ
た
時
分
に
、
今
の
様
に
窟
眞
を
澤
由
入
れ
て
お

い
た
の
だ
と
、
黙
れ
等
と
引
く
ら
べ
て
み
れ
ば
も
っ
と
よ
く
判
る

で
あ
ら
う
が
、
何
分
凸
版
で
而
も
小
さ
い
か
ら
、
充
分
に
黙
思
を

捕
捉
し
に
く
い
の
で
あ
ら
う
。
且
つ
こ
エ
に
例
に
引
い
た
第
二
十

二
圖
の
右
下
か
ら
三
番
目
、
大
野
寺
大
師
堂
の
は
、
こ
と
に
よ
る

と
一
つ
時
代
が
下
る
の
で
は
な
る
ま
い
か
と
い
ふ
こ
と
を
其
後
に

氣
が
つ
い
九
か
ら
、
愈
よ
工
合
が
よ
く
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
に
こ

の
襟
な
例
は
い
く
ら
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
考
へ
て
も
鎌
倉
以
前
に

此
種
の
格
狭
間
が
見
寓
さ
れ
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
で

あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
日
本
馬
建
築
研
究
の
栞
（
珊
九
）
（
天
沼
）

　
然
ら
ば
こ
れ
が
な
ぜ
鎌
倉
か
。
室
町
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ

る
か
。
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
な
れ
な
い
と
室
町
と
の
差
か
つ
け
に

－
い
。
例
へ
観
菩
提
寺
本
堂
（
三
重
三
阿
山
郡
島
ヶ
原
村
所
在
・
正
月
堂
と
い
ふ
）
は
語

時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
其
須
彌
壇
正
面
朋
目
板
に
つ
い
て
み
る

絡
業
間
は
．
鎌
倉
と
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
此
爾
者
を
み
て
此

は
此
時
代
、
彼
は
彼
の
時
代
の
様
式
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
判
別

す
る
の
は
少
し
く
熟
練
を
要
す
る
の
で
，
拐
て
さ
う
き
め
て
み
た

と
こ
ろ
で
、
別
段
確
・
謹
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
頗
る
心
も
と

な
い
の
で
あ
る
が
、
い
ろ
く
な
鮎
か
ら
考
へ
、
煎
じ
つ
め
て
い

っ
て
、
鎌
な
ら
鎌
，
室
な
ら
室
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
い
ろ
い

ろ
の
鮎
の
一
つ
を
い
へ
ば
急
告
で
、
こ
れ
．
か
判
れ
ば
彼
が
判
り
、
其

素
封
に
彼
を
研
究
す
れ
ば
、
自
然
こ
れ
が
糊
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

要
は
い
つ
も
か
く
通
り
，
底
ひ
場
所
や
あ
た
り
の
様
子
に
だ
ま
さ

れ
す
、
曲
線
の
性
質
を
早
く
の
み
込
む
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
話
は
元
に
戻
り
，
此
は
鎌
倉
時
代
の
代
表
的
絡
挾
間
の

一
を
も
つ
た
る
二
重
須
彌
壇
の
一
例
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
〇
〇
圖
は
大
阪
府
泉
南
郡
日
根
野
村
、
慈
眼
院
無
畏
塔
須

彌
壇
で
「
あ
る
。
こ
れ
は
文
永
三
年
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
う

　
　
　
　
　
　
策
十
み
ハ
巻
　
　
第
［
三
號
　
　
　
四
八
♪
U

（　1・17　）



日
本
吉
建
築
研
究
の
栞
（
滑
九
）
（
天
沼
）

第
十
山
ハ
巷
　

第
三
號
　
　
　
四
八
八

　
須
彌
壇
に
つ
け
六
十
連
子
の
枢
に
飾
金
具
た
打
つ
糞
の
に
、
こ
れ
で
み
る
や
う
に
鎌
倉
か
ら
あ
る
が
、
建
築
物
に
つ
い
て
み
る
大
き
の
に
匡
、

桃
山
時
代
か
ら
の
や
う
で
あ
ろ
こ
と
に
注
意
せ
よ
。
珠
紋
の
飾
金
具
な
吹
寄
ゼ
に
用
ふ
る
こ
と
ば
、
當
代
用
さ
れ
六
手
法
で
あ
る
Q

（　148’ j



」
第
傘
、
轡
，

　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
ヒ
　
コ
　
　
ド
ち

　
コ
．
鞭
熱
．

　　

@　
@　

義
翠

4S’　・i

r一’

講

、
…
－
・
．
態
．
・！糠懸

　　　．麟

、
塾
濁
、
繋

ぎ
．

謂
灘
鎌
・

……

創
頭
版
と
其
上
に
一
列
に
並
べ
る
飛
紋
と
が
、
柱
に
滑
ひ
て
横
の
方
ま
で
の
ば
し
て
あ
る
の
は
珍
ら
し
い
。

　
　
　
　
n
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古
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築
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）
（
天
沼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
⊥
ハ
巻
　
第
コ
一
部

四
八
九
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日
本
古
建
築
碍
究
の
栞
（
珊
九
）
（
天
沼
）

第
十
六
巻
　
第
三
號
　
　
四
九
〇

」
「
乏

ダ
缶

門
川

下
居
の
格
狭
間
の
形
は
從
來
み
な
か
っ
た
形
で
あ
る
。
併
し
吹
圖
の
解
説
に
詳
記
し
た
か
ら
，
圖
と
引
比
べ
て
一
着
を
希
望
す
る
。

（　150　）
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
九
）
（
天
沼
）

第
十
六
巻
　
第
三
號
　
　
四
九
二

纏
’

蚕
齢・
ド連

　
、
喉
戚
．
．
ぎ

．ハ
p
「
魂
萱
，

麹
過
灘

“輸

b
　
』
　
・
　
・

　
上
平
育
連
子
入
格
狭
間
の
上
方
は
、
普
通
の
花
頭
型
の
曲
線
で
あ
る
が
、
下
方
は
一
種
の
花
馬
齢
を
中
心
飾
と
し
て
み
る
。
何
故

か
・
る
形
式
の
格
挾
間
が
あ
．
る
か
は
，
本
文
を
讃
ん
で
み
れ
ば
自
然
に
判
る
で
あ
ら
う
。

（　152　）
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
九
）
（
天
沼
）

第
十
六
巻
　
第
三
號
　
　
四
九
四

曲
り
角
の
勾
欄
の
取
扱
方
、
師
ち
水
牛
材
を
何
れ
も
「
留
」
に
し
て
あ
る
と
こ
ろ
に
注
意
せ
よ
。

（　1；54）
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寳
珠
柱
が
新
し
い
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
．
格
狭
間
内
の
盲
連
子
に
技
巧
を
弄
し
だ
し
た
の
か
ら
み
て
も
、

は
室
町
初
と
い
ふ
こ
と
を
謹
糠
だ
て
、
み
る
。

　
　
　
　
　
口
四
本
士
H
建
　
築
研
究
の
栞
（
珊
九
）
（
天
沼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
ム
ハ
巻
　

第
三
號
　
　
　
四
H
九
丑

鎌
倉
末
叉

（　15）5　）
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絡
狭
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11
:
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第
三
九
ヘ
・
三
九
九
・
四
O
二
・
i
'
L
l
O
三
回
等
te
委
!
!
百
ぜ
よ
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須
li:W
jill
1:
Jt
上
の
綴
王
宝
珠
格
欄
と
共
に
，
営

初
の
ま
h
で
，
官
iri
金
具
迄
全
部
聖
書
改
き
れ
ず
，
よ
く
創
造
の
ま
、
た
存
し
営
代
々
表
的
須
禰
墳
の
ー
で
あ
ろ
。
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よ
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し
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羽
目
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っ
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ね
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が
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五
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之
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よ
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三
卜
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れ
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1
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三
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の
も
の
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縦
形
や
牡
丹
唐
草
の
取
扱
方
の
相
違
は
，
雨

闘
を
比
較
し
て
み
る
の
が
肢
も
よ
ろ
し
い
コ
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前
闘
の
向
て
右
手
こ
斜
に
見
え
て
ゐ
る
部
分
，
8f
Jち
須
制
捜
か
ら
い
へ
11
.
'
左
側
面
の
と
こ
ろ
で
，
繰
j診
の
込
み
入
つ
れ
と
こ
ろ
と
，
中
心
的
J
と
な
っ
て

ぬ
ろ
開
化
牡
丹
か
ら
，
左
右
中
m
"
4
I
J
の
牡
丹
唐
草
と
や
見
ぜ
る
た
め
に
図
示
し
れ
の
で
あ
五
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
膏
九
）
（
天
沼
）

鯨
弟
十
山
ハ
巷
　
第
三
聴
酬
　
　
五
〇
〇

薬

疑
4

昇
巴
塾
鰍

－
え

ノ
〆／
グ

．
費
蒙

露都署鷺鐸

難・禦芝二ぼ鷺碧

一．：l」i’

、
こ

．
燕

．
．
委
勲
孝
」
、
ノ

　　

@．＝
D
・

　
　
　
　
　
　
．
〆

諾

　
勿
論
須
彌
壇
存
前
日
圖
と
ほ
別
の
方
向
か
ら
み
六
と
こ
ろ
を
示
す
の
が
目
的
で
、
三
度
同
じ
も
の
た
だ
し
六
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
謂
匡
一
謬
る
唐
檬

の
、
、
八
角
で
「
胡
麻
殻
決
り
」
な
施
し
て
あ
る
逆
蓮
桂
一
實
ば
開
花
蓮
柱
i
及
び
勾
欄
蓮
葉
束
等
の
有
様
為
み
ぜ
六
の
で
あ
ろ
。

（　t60　）



購
星露・一「

h‘　1

擁

学
姦
悪
ギ

此
は
延
慶
四
年
、
竪
前
例
よ
り
僅
か
に
ま
る
二
年
前
に
で
き
た
も
の
の
例
で
あ
る
。
同
じ
や
・
に
見
え
る
が
、

に
少
し
の
相
違
が
あ
る
。
脚
及
び
勾
欄
に
注
意
の
事
。

　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
塵
藻
）
（
天
沼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
　
第
三
號
　
　
五
〇
一

．
潔
．

、
V

嵐

F（蜀四三墜†擬十八v・天．1弓写」翼）

上
下
の
繰
形
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
悪
業
）
（
天
沼
）

第
十
志
一
世
　
　
第
三
號
　
　
　
五
〇
二

軸尺
．
第
⑬
穆
や
働
、

、
門
下

脚
燕
、
「

」
瓦

　
此
も
前
圖
同
様
延
慶
四
年
。
唐
様
須
彌
壇
に
ば
、
古
く
に
飾
金
具
ほ
用
ひ
な
か
っ
た
）
果
し
て
そ
の
通
り
で
、

及
李
桁
の
所
置
に
注
意
ぜ
よ
。
親
柱
上
部
が
異
形
な
の
は
、
後
に
金
具
々
以
て
覆
ふ
表
か
ら
で
あ
ろ
り

、
．
羅

ご
’
礫
、
F
馳
…

．
麟
叢
，

こ
、
れ
ほ
す
べ
て
後
号
り
勾
欄
架
木

（　la2　）
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前
圓
と
同
じ
須
彌
壇
の
側
面
含
み
ぜ
六
も
の
。
勾
欄
親
柱
匡
、
前
圖
に
見
え
て
み
る
飾
金
具
な
ば
っ
し
て
窩
し
て
お
い
た
Q
つ
ま
り
上
に
尖
っ
て

立
っ
て
る
る
部
分
を
云
っ
た
の
て
、
見
に
ぐ
・
な
っ
た
レ
め
、
．
後
に
餌
金
具
で
覆
つ
表
も
の
と
見
え
ろ
、
序
な
が
ら
上
の
厨
子
も
同
時
代
の
非
常
に

優
秀
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
九
）
（
天
沼
）

鯨弟

¥
⊥
下
巻
　
第
「
三
部
　
　
　
五
〇
三

（　163　）
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寡
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こ
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つ
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示
し
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の
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あ
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と
に
カ
、
く
常
代
と
し
て
は

，

蝕
器
珍
ら
し
い
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
ふ
。

r
H
共
を
須
~
n
官
に
刑
ひ
仁

111似
lは
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其
土
に
安
置
の
良
燐
{
象
の
IIH
子
と
の
閥
係
で
わ
ら
う
。
不
充
分
で
あ
ろ
が
，
今
の
と
こ
ろ
此
t)，>以
て
天
竺
採
の
須
制
捜
ル
代
表
さ
ぜ
て
お
く
よ
リ
他
に
方
法

は
な
い
の
で
あ
ろ
。
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私
11

2'れ
た
折

EH様
須
倒
壊
の
代
表
的
の
も
の
の
-
~
考
へ
て
お
ろ
の
で
あ
ろ
。
境
共
物
に
も

.
íd~刊

に
も
.
iJ
l
.
位
に
も
，
随
所
に
利
庖
[
の
折
衷
が
よ

く里見
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れ
て
ゐ
ろ
で
あ
ら
う
o
1E
W
中
央
羽
目
板
の
絡
狭
間
及
ぴ
其
内
容
(
聞
に
二
引
・
巴
・
桐
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後
初
i。



し
て
お
い
て
も
差
支
な
い
と
思
ふ
。
此
壇
は
一
つ
の
前
の
金
剛
輪

寺
の
に
似
っ
て
み
る
↓
と
い
ふ
の
は
あ
れ
の
機
な
｝
、
一
重
の
壇
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
一
番
下
師
床
に
接
し
た
所
に
は
、
萢
花
器
．
を
略

し
た
曲
線
形
の
繰
形
が
あ
り
、
下
権
と
中
権
と
の
聞
に
横
盲
連
子
、

中
墨
と
上
潮
と
の
間
に
弱
目
板
に
絡
挾
闇
を
入
れ
て
あ
る
が
、
此

も
亦
こ
れ
書
見
な
か
っ
た
形
と
し
て
み
る
。

　
如
何
な
る
形
を
し
て
み
る
か
と
い
ふ
に
、
上
の
方
は
普
通
の
場

合
の
如
く
花
町
撲
に
な
っ
て
み
る
．
か
、
下
の
方
は
中
央
に
花
模
襟

が
あ
る
の
み
な
ら
す
、
其
南
側
の
曲
線
も
少
し
く
愛
っ
て
み
る
ρ
，

恰
も
金
剛
輪
寺
（
前
々
旺
脅
）
の
と
寄
留
（
賄
）
の
と
を
混
甚
や
う
な

形
、
・
換
言
す
れ
ば
金
剛
輪
寺
の
の
上
牟
と
、
墨
壷
寺
の
そ
れ
の
下

傘
と
を
つ
ぎ
合
は
し
た
や
う
な
形
を
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
襲
に

引
い
た
例
と
同
じ
《
第
二
十
二
岡
に
よ
る
な
ら
ば
↓
馳
あ
の
圖
の
右

の
下
か
ら
二
番
目
、
法
隆
寺
聖
躾
院
の
墓
股
の
脚
内
の
彫
刻
だ
け

を
取
り
だ
し
、
そ
の
な
か
へ
縦
の
盲
蓮
子
を
入
れ
た
や
う
な
も
の

で
あ
る
。

　
斯
様
に
考
へ
て
み
る
と
、
留
置
の
格
画
素
の
豫
て
來
み
と
こ
ろ
．

は
直
に
判
る
で
あ
ら
う
。
瀬
序
か
ら
い
ふ
と
、
前
二
例
の
間
に
こ

　
　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栗
（
骨
九
）
（
天
沼
）

れ
が
詣
る
と
丁
度
よ
く
な
る
．
、
と
に
か
く
か
・
る
形
は
鎌
倉
よ
妙

古
く
あ
り
得
な
い
こ
と
は
、
讃
者
諸
君
が
了
解
さ
れ
九
で
あ
ら
う
。

　
第
四
〇
一
婦
は
滋
賀
縣
犬
上
郡
東
甲
良
村
、
西
明
寺
本
堂
の
須

彌
壇
の
一
部
で
、
牟
分
以
上
か
い
て
あ
る
か
ら
，
其
、
全
形
は
判
る

筈
。
割
合
に
長
い
も
の
で
、
正
耐
二
＋
八
沢
五
寸
あ
る
。
二
重
だ

が
下
の
は
下
の
で
完
全
で
あ
り
、
其
上
に
背
の
低
い
上
下
の
糎
と

束
乏
朋
目
板
と
あ
る
壇
を
置
き
、
更
に
其
上
に
、
中
央
に
慨
に
充

分
に
詮
明
を
し
た
種
類
の
絡
挾
闇
を
入
れ
た
小
さ
い
壇
を
野
営
、

其
左
右
に
創
琴
芝
を
つ
け
た
窒
を
据
ゑ
て
あ
る
。
だ
か
ら
全
艦
と

し
て
は
珍
ら
し
い
形
を
し
て
み
る
。

　
此
壇
仁
於
い
て
は
、
下
の
の
否
否
板
に
普
通
の
、
格
狭
間
を
ほ
り
、

上
の
に
は
卍
繋
ぎ
を
入
れ
て
あ
る
。
下
の
は
中
の
三
つ
の
幅
が
少

し
ば
か
り
割
い
た
め
、
格
狭
間
臨
写
て
互
い
。
、
其
左
右
三
つ
づ
つ

は
少
も
聡
い
が
．
旨
廣
い
の
は
廣
く
、
独
い
の
は
尽
く
、
綱
目
板
の

大
さ
に
癒
ゼ
て
形
は
う
ま
く
で
き
て
ゐ
ゐ
コ
上
①
簿
い
鋼
督
板
の

卍
繋
ぎ
が
甚
だ
面
白
い
。
奈
良
時
代
に
於
い
て
、
「
海
龍
王
寺
五
，
重

小
二
字
東
大
寺
法
花
堂
勾
欄
に
見
出
遠
れ
た
卍
崩
は
、
r
鎌
倉
に
な

っ
て
か
・
る
完
全
な
形
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
退
身
に
一
つ
で

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
傑
9
　
第
三
號
　
　
　
｝
嵐
〇
七

（，167　）



　
　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
導
）
（
天
沼
）

も
あ
る
と
、
も
う
少
し
う
ま
く
蓮
絡
が
と
れ
る
の
で
あ
る
が
、
私

は
寡
聞
で
書
例
を
知
ら
な
い
の
を
遣
憾
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
併

し
な
が
ら
此
須
彌
壇
，
の
存
謹
は
、
此
が
二
重
の
壇
だ
と
い
ふ
黙
か

ら
見
て
も
、
ま
た
輩
に
黒
黒
を
入
れ
た
と
い
ふ
事
か
ら
み
て
も
、

頗
る
お
も
し
ろ
い
も
の
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
〇
二
圓
は
愛
宕
念
佛
寺
（
9
9
σ
・
ぎ
Φ
旨
艮
5
際
目
）
の
で
あ
る
。

此
は
亦
盟
暦
で
あ
．
る
が
、
先
づ
上
下
枢
及
束
の
間
の
格
狼
闇
を
み

る
と
夢
は
、
最
早
全
く
何
等
解
説
の
要
を
認
め
ぬ
で
あ
ら
う
。
第

三
＋
七
回
（
本
年
「
月
一
日
獲
行
）
に
だ
し
お
は
、
か
、
る
場
合
何
れ
も
從

來
の
花
頭
式
の
で
あ
っ
た
の
に
、
時
代
が
時
代
な
の
で
，
か
う
い

　
ぜふ
形
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
首
肯
で
き
や
う
。

　
次
に
お
も
し
ろ
い
の
は
勾
欄
で
、
大
概
隅
は
組
ん
で
あ
る
か
、

叉
は
聯
珠
柱
が
た
っ
て
み
る
の
は
、
こ
れ
は
何
れ
も
「
留
」
（
レ
舜
お

す
9
）
に
し
て
あ
る
。
甚
だ
簡
輩
で
始
末
に
い
・
が
、
幾
分
淋
し
く

な
い
こ
と
も
な
い
。
序
な
が
ら
隅
に
打
付
け
て
あ
る
飾
金
具
は
、

三
婆
か
ら
見
る
と
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
鎌
倉
で
は
な
い
。

　
第
四
〇
三
圖
に
は
、
少
し
順
序
は
さ
か
さ
ま
に
な
る
や
う
で
あ

み
ガ
、
尾
道
市
浮
土
寺
多
智
．
塔
の
を
だ
す
こ
と
に
し
た
。
霧
雪
の

　
　
　
　
　
　
築
山
－
六
巻
　
　
第
三
號
　
　
　
五
〇
八

組
合
せ
の
上
か
ら
か
う
し
た
の
で
あ
る
。
此
は
下
の
中
央
に
花
模

様
が
な
く
、
夫
れ
の
み
な
ら
す
最
も
賑
か
に
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ

け
て
あ
っ
て
、
物
足
ら
ぬ
感
の
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
こ
れ

は
こ
れ
で
立
派
に
形
が
と
れ
て
み
る
の
み
な
ら
す
，
呑
玉
か
ら
中

心
に
向
い
て
み
る
形
は
、
震
害
の
高
さ
の
中
央
に
つ
け
て
あ
る
茨

か
ら
下
の
臨
線
と
共
に
、
常
代
墓
股
の
脚
の
先
と
全
く
同
じ
も
の

で
あ
る
。
墓
股
の
脚
の
先
が
、
か
う
い
ふ
様
な
形
に
礎
逮
し
た
の

も
當
代
か
ら
の
こ
と
で
、
卒
安
に
は
ま
だ
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ

だ
け
か
ら
み
て
も
、
こ
の
形
は
當
代
以
前
に
は
も
っ
て
行
け
ぬ
の

で
あ
る
。

　
形
が
少
し
慶
っ
て
み
て
も
、
曲
線
の
性
質
に
嘘
や
詐
は
な
い
の

だ
か
ら
、
氣
を
落
付
け
て
槻
察
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
濫
発
期
間
の

内
部
の
冑
蓮
子
の
中
央
が
菱
形
を
露
ね
た
や
う
に
な
り
、
四
隅
か

ら
此
中
央
菱
に
向
っ
て
、
同
じ
く
盲
蓮
子
が
交
っ
て
み
る
と
こ
ろ

は
、
恰
も
酬
恩
庵
本
堂
背
面
出
入
口
桟
唐
戸
の
上
の
間
の
と
こ
ろ

と
全
－
同
じ
意
匠
で
あ
る
（
第
十
二
岱
第
一
蚕
下
蕎
四
十
　
阿
）
。
慮
、
髭
べ
る
と
こ

の
方
が
少
し
時
代
は
後
れ
る
が
、
桟
唐
戸
の
土
で
も
、
ま
た
須
彌

壇
の
絡
挾
間
で
も
、
時
代
が
降
る
に
從
っ
て
だ
ん
だ
ん
こ
の
様
な

（　16S　）



纒
工
を
す
る
や
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
壇
は
総
て
木
罰
細

く
き
ゃ
し
ゃ
に
見
え
る
。
勾
欄
は
い
い
が
、
親
柱
は
後
補
で
拙
い
。

　
第
四
〇
四
獣
は
高
野
山
不
動
堂
の
も
の
。
此
も
純
和
襟
の
建
築

で
あ
る
が
、
壇
は
上
下
に
い
く
ら
か
繰
形
を
も
つ
て
み
る
た
め
、

大
に
賑
か
に
見
え
る
。
さ
う
し
て
弱
目
根
の
絡
独
間
は
、
愈
中
心

飾
が
嚢
達
し
て
、
漸
く
鵜
に
近
付
か
ん
と
し
て
み
る
事
、
最
早
費

種
寺
等
の
比
で
な
い
。
此
建
物
は
襟
式
か
ら
い
っ
て
も
初
期
と
思

へ
る
の
に
、
既
に
こ
の
様
に
嚢
達
し
て
み
る
の
だ
か
ら
驚
か
さ
れ

る
。
勾
欄
及
其
飾
金
具
共
全
部
元
の
も
の
。
敵
襲
柱
上
の
蓮
蕾
が

他
の
例
に
比
べ
て
大
分
に
大
き
い
の
が
意
外
で
あ
る
。
實
相
花
を

彫
刻
し
た
飾
金
具
、
李
桁
に
打
っ
て
あ
る
圓
形
の
も
の
、
共
に
よ

く
時
代
を
現
は
し
て
み
る
。

　
以
上
で
和
様
の
忍
男
を
終
る
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
暑
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
唐
様
須
彌
壇

　
唐
様
の
は
和
襟
の
と
全
く
異
り
、
床
上
邸
ち
最
下
の
部
分
に
手

挾
・
三
股
の
脚
・
懸
魚
の
鰭
の
如
き
脚
を
持
つ
た
一
と
い
っ
て
も
木

か
ら
刻
み
だ
し
て
あ
る
の
で
あ
る
が
…
肇
が
あ
り
、
其
上
に
可
な

　
　
　
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
瀞
九
）
（
天
沼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

り
簾
演
じ
や
－
な
善
導
下
？
り
返
へ
し
（
難
論
）

束
は
短
く
、
大
概
の
場
合
は
四
隅
に
あ
る
だ
け
で
、
さ
う
し
て
束

の
面
は
滑
ら
か
で
な
く
て
、
縦
に
凹
凸
の
線
が
あ
る
。
束
が
短
い

の
は
朋
目
板
の
幅
が
潔
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
細
長
い
と
こ
ろ
は

多
く
は
唐
草
で
・
フ
め
て
あ
る
。
其
唐
草
は
多
く
李
面
的
で
、
そ
れ

が
立
年
三
に
な
っ
て
く
る
の
は
後
世
の
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
尊
王
の
に
於
い
て
試
み
た
襟
に
、
分
類
を
し
て
み
る
と

　
（
一
）
。
上
下
に
同
様
の
繰
形
を
く
り
返
し
、
其
間
の
．
李
た
き
躬

　
　
　
　
目
の
部
分
に
は
短
き
束
を
た
て
、
束
の
間
に

　
　
（
イ
）
、
唐
草
を
充
た
し
た
も
の
。

　
　
（
ロ
）
、
飾
金
具
を
以
て
装
飾
し
た
も
の
。

　
（
二
）
。
繰
形
は
下
部
に
の
み
あ
り
、
上
方
は
蔵
板
で
多
く
突
出

　
　
　
　
し
、
其
間
に
科
供
を
入
れ
た
も
の
。

と
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
や
う
で
あ
る
。
爾
ほ
其
他
最
下
の
枢
下
、

床
板
上
と
の
間
に
、
全
く
装
飾
的
の

　
脚
あ
る
も
の

　
柔
な
き
も
の

と
の
二
つ
を
分
ち
得
る
か
も
知
れ
ぬ
。
以
下
四
五
の
實
例
を
記
す

　
　
　
　
　
　
第
十
⊥
ハ
巻
　

第
三
號
　
　
　
｝
工
〇
九

（　169　）
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日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
膏
九
）
（
天
沼
）

こ
と
に
す
る
。

　
第
四
〇
五
更
は
鎌
倉
の
圓
蔓
寺
舎
利
殿
・
の
も
の
。
い
つ
も
か
い

た
通
り
、
弘
安
五
年
の
建
築
で
、
我
國
現
存
の
最
古
の
唐
機
と
し

て
有
名
で
あ
る
が
、
其
須
彌
壇
も
亦
其
時
の
も
の
と
考
へ
て
い
Σ

や
う
で
あ
る
．

　
他
の
多
ぐ
の
實
例
の
如
く
、
此
場
合
は
脚
が
直
に
床
上
に
の
っ

て
居
ら
す
、
最
下
に
溝
い
準
た
い
毫
が
あ
、
り
、
其
上
に
筋
腱
が
の

っ
て
み
る
形
で
あ
る
が
、
脚
も
形
が
大
分
愛
っ
て
居
り
、
壇
其
物

の
上
下
繰
形
の
差
も
、
他
の
も
の
に
比
べ
て
割
合
に
恥
し
く
、
｝

見
其
翔
違
の
鮎
を
看
取
で
き
る
。
此
繰
形
の
相
違
は
、
後
に
な
る

程
漸
く
少
な
く
な
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
上
下
繰
形
間
の
弱
目
板
に
入
れ
て
あ
る
牡
丹
唐
草
は
、
勿
論
左

右
相
稔
で
な
く
左
右
相
異
し
て
み
る
が
、
面
白
い
こ
と
に
満
開
の

柁
を
以
て
中
心
飾
と
し
、
其
左
右
に
何
れ
も
中
央
の
花
の
方
向
に

一
向
て
右
の
は
振
の
返
っ
て
は
み
ろ
が
一
走
っ
て
み
る
獅
子

を
配
し
て
み
る
。
恐
ら
く
か
・
λ
い
ふ
と
こ
ろ
へ
用
ひ
ら
れ
た
「
牡

丹
に
唐
獅
子
」
の
最
古
の
例
で
は
あ
る
ま
い
か
。
果
し
て
さ
う
な

ら
須
通
肩
の
瀦
目
板
へ
は
鎌
倉
以
簾
現
今
竈
到
る
ま
で
、
六
百
五

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
ぬ
¢
　
第
一
二
號
　
　
　
五
一
〇

十
年
間
蓮
綿
と
し
て
賞
用
さ
れ
、
こ
れ
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
や
う

に
な
っ
て
、
逡
に
は
彩
色
等
を
き
れ
い
に
し
、
花
も
紅
白
と
し
、

獅
子
は
金
色
と
し
、
時
に
は
牡
丹
の
下
に
小
さ
く
萬
年
膏
を
配
し

た
り
し
た
の
も
で
覆
り
し
た
の
で
あ
る
（
花
々
妙
心
寺
法
堂
）
。

　
爾
其
上
に
此
揚
合
に
於
い
て
は
勾
欄
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

勾
欄
地
覆
の
下
に
、
須
彌
壇
の
下
と
難
じ
や
う
な
脚
を
つ
け
て
み

る
は
珍
ら
し
い
の
で
、
此
も
亦
私
は
類
例
が
あ
る
か
な
い
か
、
思

ひ
だ
せ
な
い
。

　
以
上
記
し
た
や
う
な
鮎
に
於
い
て
、
此
須
彌
壇
は
殊
に
貴
重
な

存
在
で
あ
る
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
〇
六
・
四
〇
七
・
四
〇
八
岡
は
永
繰
寺
概
音
堂
の
で
あ
る
。

此
堂
は
正
和
二
年
の
建
築
で
、
唐
様
で
あ
る
に
も
係
ら
す
、
料
棋

が
詰
組
で
な
か
っ
た
り
、
床
が
江
坂
敷
に
な
っ
て
み
た
り
、
橡
が

つ
い
て
み
た
り
、
い
ろ
い
ろ
他
の
分
子
も
混
っ
て
み
る
か
ら
，
此

は
豊
代
に
於
け
る
郡
唐
折
衷
建
築
と
い
へ
る
。
け
れ
ど
も
其
須
彌

壇
は
純
粋
の
唐
様
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
次
に
解
読
を
試
み
る
。

　
先
づ
第
四
〇
五
位
は
其
全
形
で
あ
る
が
、
四
隅
の
脚
は
た
早
斯

襟
な
繰
出
し
が
あ
る
だ
け
で
、
ほ
ん
と
う
に
こ
力
罪
け
の
脚
、
か
あ

（　170　）
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つ
て
上
を
支
へ
て
る
る
の
で
は
な
い
。
其
脚
の
形
は
峰
定
寺
本
堂

攣
の
懸
奥
薮
穫
關
）
の
鰭
皇
く
同
じ
と
い
っ
て
も
い
、

位
で
あ
る
。
上
下
の
繰
形
は
殆
ん
ど
同
じ
も
の
が
反
封
に
あ
り
、

た
掌
僅
か
の
織
に
於
い
て
相
蓮
が
あ
る
だ
け
で
、
護
れ
は
第
四
〇

六
岡
の
左
端
を
み
れ
ば
よ
く
判
る
で
あ
ら
う
。

　
此
繰
形
は
大
に
込
み
入
っ
て
み
る
や
う
に
見
え
る
。
ま
た
事
實

込
み
入
っ
て
は
み
る
が
、
巡
れ
は
第
三
九
八
・
第
四
〇
三
綱
等
に

あ
る
の
が
嚢
達
進
化
せ
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
の
み
な
ら
す
、
さ
う
な
り

得
る
可
能
牲
は
充
分
あ
る
の
だ
か
ら
、
左
襟
に
考
へ
ら
れ
る
か
も

知
れ
ぬ
。
殊
に
霧
業
堂
（
兵
威
縣
飾
磨
郡
菅
野
村
、
後
出
）
の
須
叢
の
如
き

は
、
和
様
の
此
れ
と
唐
様
の
夫
れ
と
の
中
間
の
も
の
、
師
ち
連
鎮

を
な
す
と
考
へ
t
い
Σ
頗
る
面
白
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
や
う

な
の
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
愈
よ
右
に
記
し
た
や
う
に

思
は
れ
る
。
併
し
な
が
ら
現
在
私
の
知
っ
て
み
る
實
例
で
は
、
も

う
少
し
不
充
分
で
あ
る
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の
形
は
こ
の
形
で

や
は
り
正
宗
建
築
に
つ
い
て
支
那
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
と
み
て

お
く
。

　
壇
は
李
颪
長
方
形
で
あ
る
、
從
て
正
面
と
側
面
と
で
朋
厨
板
の

　
　
　
　
　
闘
本
義
建
築
研
究
の
栞
（
し
善
し
畢
灘
」
ノ
）
（
天
招
）

大
さ
一
と
い
ふ
よ
り
細
長
さ
と
い
っ
た
方
か
適
當
ら
し
い
一

が
異
る
が
、
そ
の
部
分
へ
う
ま
く
二
曲
を
埋
め
る
や
う
な
牡
丹
唐

草
が
入
れ
て
あ
る
。
然
れ
ど
も
此
牡
丹
唐
草
は
何
れ
も
軍
面
的
で

例
の
響
蕎
の
欄
間
筆
憲
遷
る
も
の
で
あ
る
（
四
〇
六
四
〇
七
）
。
、

　
壇
及
び
束
の
形
、
そ
れ
か
ら
其
上
に
あ
る
勾
欄
及
び
親
桂
共
何

れ
も
外
國
魚
類
の
も
の
で
、
如
何
に
努
力
し
て
も
我
國
在
來
の
も

の
か
ら
か
う
迄
登
蓬
は
し
な
さ
う
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
是
認

し
て
も
此
牡
丹
唐
草
は
ど
う
し
て
も
日
本
式
ら
し
い
。
彼
の
左
右

相
稔
の
李
而
的
透
彫
が
斯
様
に
進
歩
し
た
の
で
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
こ
の
様
な
所
に
鼻
糞
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
欄
間
に
使
用

す
れ
ば
新
羅
善
禦
（
近
江
大
津
、
天
城
毒
所
屡
の
建
物
）
の
如
蒙
り
、
須
躍
の

女
臼
板
に
用
ひ
れ
ば
こ
の
や
う
に
な
る
、
と
き
め
て
も
よ
さ
さ
ナ

で
あ
る
。

　
勾
欄
細
意
と
地
覆
と
の
間
に
も
、
透
彫
唐
草
が
入
っ
て
み
る

（
繍
聾
と
こ
ろ
、
架
木
奉
桁
の
先
が
夫
契
れ
蕨
手
及
若
葉

に
終
れ
る
と
こ
ろ
、
束
の
形
、
親
柱
の
上
が
開
花
し
た
難
で
，
三

身
は
八
角
形
を
な
し
、
其
面
に
「
胡
旛
殻
決
り
」
を
施
し
て
あ
る
と

こ
ろ
等
に
注
意
を
要
す
。

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
三
號
　
　
五
二

（エ71）



　
　
　
　
　
研
木
古
建
築
研
究
め
栞
（
滑
九
）
、
（
天
氾
）

藩
・
九
圖
簑
保
寺
（
和
歌
肉
縣
海
草
郡
濱
申
村
）
多
藩
の
壇
の
一
部
で

あ
る
。
此
塔
は
本
堂
と
共
に
延
慶
四
年
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
み

る
。
其
須
彌
壇
が
圓
の
通
り
唐
様
で
、
下
の
脚
に
は
内
側
を
深
く

切
り
込
み
、
外
側
か
ら
圓
馨
で
つ
い
て
つ
く
っ
た
渦
紋
を
つ
け
て

あ
る
。
一
方
は
右
ま
き
で
他
方
は
左
巻
で
あ
る
か
ら
、
イ
オ
ニ
ア

式
柱
頭
の
渦
紋
の
や
う
で
も
あ
る
が
、
事
實
そ
の
襟
に
優
美
で
は

な
く
、
棄
か
木
菟
の
眼
の
如
く
、
少
し
ば
か
り
グ
ロ
テ
ス
ク
な
と

こ
ろ
が
あ
る
。
梅
童
男
（
同
鼠
壁
郡
加
茂
村
）
の
須
叢
の
脚
に
、
其

修
理
に
從
更
し
た
建
築
家
が
、
此
を
そ
っ
く
り
探
慨
し
て
み
る
の

は
頗
る
賢
明
で
あ
る
。
と
に
か
く
捌
髪
は
悪
難
憂
っ
て
み
る
◎

　
夫
れ
か
ら
上
は
前
例
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
朋
目
板
に
も
氣

の
き
い
た
唐
草
が
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
も
當
初
の
も
の
と
み
て

よ
さ
さ
う
で
あ
る
。
勾
欄
は
鯨
喜
憂
っ
て
み
て
、
側
面
の
方
は
地

覆
と
李
桁
と
の
間
に
、
絡
独
間
を
崩
し
た
や
う
な
も
の
が
入
っ
て

み
る
。

　
所
か
こ
の
形
を
中
央
で
水
李
に
切
っ
て
四
分
し
、
其
一
つ
を
み

る
と
、
各
々
が
懸
魚
の
鰭
か
墓
股
の
脚
の
先
の
や
う
な
形
を
し
て

み
る
。
さ
う
思
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
を
四
つ
集
め
た
形
が
、
此
時

　
　
　
　
　
　
π
窮
十
山
ハ
巷
　
　
第
三
號
　
　
　
五
一
二

・
代
に
用
ひ
ら
れ
て
為
少
し
も
不
思
議
は
な
い
筈
で
あ
る
。
正
面
の

方
は
脳
中
の
珍
で
、
地
覆
の
上
に
架
工
に
相
當
す
る
も
の
が
一
つ

茨
を
つ
く
り
、
斯
く
し
て
作
り
だ
さ
れ
た
一
種
の
形
の
中
に
、
網

模
造
の
透
彫
と
、
中
央
に
時
代
の
様
式
を
よ
く
覗
は
し
た
巴
紋
一

つ
と
を
入
れ
て
あ
る
。

　
第
四
一
〇
・
第
四
一
一
の
楽
髪
も
亦
、
同
じ
く
長
保
寺
の
本
堂

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
和
唐
折
衷
と
い
へ
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

尤
も
唐
の
分
子
が
甚
だ
濃
厚
で
、
殆
ん
ど
和
の
と
こ
ろ
は
な
い
、

と
い
へ
ば
言
へ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
し
は
あ
る
。
少
し
で
も

あ
る
以
上
、
折
衷
と
い
っ
て
も
よ
か
ら
う
。
然
ら
ば
ど
こ
に
あ
る

か
と
い
ふ
に

　
地
覆
の
下
に
忍
な
く

　
各
所
に
飾
金
具
を
打
っ
て
あ
る

と
い
ふ
二
鮎
で
あ
る
。
尤
も
一
番
下
に
足
の
な
い
の
は
、
或
は
和

標
と
い
ふ
程
で
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
唐
様
に
は
大
概
あ
る
か
ら

姑
く
其
特
徴
の
一
つ
と
認
め
て
お
く
。
夫
れ
か
ら
飾
金
具
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
後
補
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
後
補
と
す
れ
ば
、
最
初

に
は
何
も
な
か
っ
た
の
を
後
に
つ
け
加
へ
た
か
、
最
初
か
ら
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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た
も
の
が
亡
く
な
っ
た
の
で
補
っ
た
か
、
何
れ
か
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
其
何
れ
で
あ
っ
た
か
判
ら
ぬ
以
上
、
初
め
か
ら
あ
っ
た
と

は
決
め
ら
れ
ぬ
。

　
按
ず
る
に
こ
れ
は
後
の
仕
事
ら
し
い
。
正
面
の
長
い
李
た
い
羽

目
板
に
も
、
他
の
多
く
の
揚
合
の
如
く
透
彫
の
唐
草
か
何
か
入
れ

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
経
費
不
足
か
何
か
で
後
廻
し
と
し
た
の

が
、
つ
い
で
き
す
に
其
ま
、
と
な
っ
て
了
つ
た
の
を
、
後
に
金
具

で
間
に
合
は
し
、
同
時
に
権
や
勾
欄
等
に
も
、
施
主
が
あ
っ
た
か

何
か
で
、
そ
の
黙
思
に
皆
打
ち
つ
け
た
の
で
あ
ら
う
。
果
し
で
さ

う
な
ら
折
衷
と
い
っ
た
後
の
方
の
金
具
が
打
っ
て
あ
る
と
い
ふ
條

件
は
、
少
し
工
合
が
悪
く
な
る
が
、
金
具
の
全
く
後
弾
と
い
．
識
の

は
，
想
像
で
あ
っ
て
別
に
謹
糠
が
あ
る
の
で
な
い
か
ら
，
差
支
あ

る
ま
い
と
思
ふ
。

　
勾
欄
は
大
分
に
お
も
し
ろ
い
。
側
面
に
於
い
て
は
蓮
葉
束
が
割

合
に
狭
い
間
讐
立
ち
（
㎜
本
釜
き
に
「
込
」
柚
」
に
す
る
と
、
普
通
の
や
う
に
な
る
）
、
且
つ
後
方
に

殆
ん
と
常
に
あ
る
牟
分
の
親
柱
が
な
い
。
ま
た
正
面
か
ら
中
央
に

向
コ
し
薩
の
脚
の
㌍
な
り
（
其
曲
線
の
形
に
全
ぐ
身
代
二
股
の
脚
と
同
一
で
あ
る
）
、
架
木

は
先
端
が
ほ
ん
の
僅
か
甥
上
っ
て
み
る
Q
卒
桁
の
取
扱
方
は
洵
に

　
　
　
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
九
）
（
天
沼
）

心
地
が
い
瓦
け
れ
ど
も
、
架
木
の
方
は
短
く
切
っ
た
土
佐
犬
の
尾

の
如
く
、
張
さ
う
に
は
見
え
る
が
も
う
少
し
何
と
か
な
ら
ぬ
だ
ら

う
か
、
と
思
は
る
Σ
形
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
此
勾
欄
は
随
所
に

見
出
さ
れ
る
あ
り
ふ
れ
九
形
で
な
く
、
猫
耳
的
意
匠
の
で
て
み
る

珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
前
爾
隅
の
親
柱
は
西
現
在
不
思
議
な
形

の
金
具
が
か
ぶ
せ
て
あ
り
、
こ
れ
ま
た
類
例
な
き
形
で
あ
る
が
、

少
し
騰
り
即
製
苦
む
も
の
で
あ
る
（
第
四
一
〇
同
左
上
）
、
併
し
こ
れ
も

亦
、
恐
ら
く
他
の
部
分
の
飾
金
具
と
同
時
の
補
加
で
あ
る
ら
し
く
、

そ
れ
を
取
外
し
て
み
る
と
、
、
方
錐
形
で
は
あ
る
が
最
初
の
木
彫
の

い
Σ
形
が
で
て
く
る
、
さ
う
し
て
元
は
普
通
の
や
う
に
上
の
方
に

尖
っ
た
辮
の
集
り
が
取
手
の
如
く
つ
い
て
み
た
ら
し
く
、
折
れ
て

亡
く
な
つ
蘇
が
あ
る
（
第
四
｝
一
同
左
上
）
。
総
て
が
元
通
り
あ
っ
蒙

ら
、
．
定
め
て
珍
ら
し
い
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。

　
第
四
＝
一
斗
に
於
い
て
、
唐
様
實
例
の
最
後
に
京
都
市
萬
壽
寺

愛
染
堂
の
を
紹
介
す
る
。
此
は
在
來
の
須
彌
壇
中
興
も
異
彩
を
放

て
る
も
の
」
一
つ
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
唐
襟
の
に
於
い
て
は
、
上
下
に
同
じ
や
う
な
繰
形
を
繰
返
す
も

の
だ
と
い
ふ
事
は
既
に
記
し
た
し
、
ま
た
圖
示
も
し
た
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
筑
翫
丁
山
畠
巷
　
　
第
一
二
號
　
　
　
五
一
三
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臼
本
曲
建
築
研
究
の
栞
（
漕
九
）
（
天
沼
）

が
、
．
「
除
外
例
あ
り
、
後
幽
」
と
か
い
た
其
除
外
例
が
こ
、
に
で
、

き
た
の
で
あ
る
。

　
此
は
上
と
下
と
繰
形
は
全
く
異
な
り
、
下
翼
下
に
は
足
。
か
な
く
、

上
枢
は
特
殊
の
形
を
し
て
み
て
、
す
っ
と
雨
の
方
に
飛
び
出
し
て

み
る
。
さ
う
し
て
聞
の
羽
呂
板
の
と
こ
ろ
に
は
、
二
手
先
の
唐
様

科
供
を
入
れ
て
あ
り
、
蓮
蜜
肘
木
と
も
い
ふ
べ
き
最
も
先
き
へ
飛

び
だ
し
た
巻
科
で
支
へ
て
る
る
簿
い
木
の
先
端
に
、
　
一
種
の
繰
形

を
づ
け
て
み
る
と
こ
ろ
等
、
絵
程
憂
つ
た
手
法
で
あ
る
。

　
科
耕
は
古
へ
よ
り
多
く
軒
下
の
や
う
な
高
い
と
こ
ろ
へ
用
ひ
ら

れ
て
る
る
の
で
、
低
い
と
こ
ろ
で
は
紳
胤
建
築
等
の
縁
下
等
に
使

っ
た
例
が
鎌
倉
位
か
ら
あ
る
。
併
し
な
が
ら
須
彌
壇
に
は
先
づ
こ

れ
位
の
も
の
で
あ
ら
う
。
勾
欄
親
桂
の
黄
身
の
断
面
が
八
稜
形
で

あ
る
の
も
珍
ら
し
い
。
要
す
る
に
此
も
亦
全
く
獅
創
的
の
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
”
幽
（
　
　
　
　
　
＊

　
　
天
竺
様
須
彌
壇

　
天
竺
様
の
實
例
は
乏
し
い
位
な
ら
ま
だ
い
Σ
が
、
實
は
有
無
を

知
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
東
大
寺
の
良
忍
事
は
天
竺
様
の

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
第
三
號
　
五
｝
四

建
築
で
あ
り
、
そ
の
内
陣
に
あ
る
厨
子
の
八
角
二
重
の
壇
は
、
襟

式
が
和
様
と
も
唐
襟
と
も
異
る
や
う
で
あ
る
し
、
或
は
そ
れ
等
を

交
ぜ
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
が
、
他
に
な
い
や
う
だ
か
ら
、
當
分

此
を
以
て
天
竺
襟
の
例
に
し
て
お
か
う
と
思
ふ
。

　
第
四
＝
三
綱
で
み
る
如
ぐ
、
下
に
は
唐
様
の
や
う
な
厚
が
あ
る

が
、
眞
隅
か
ら
は
恰
も
唐
破
風
の
懸
魚
の
如
く
、
且
つ
轡
締
し
て

弧
形
に
つ
き
だ
し
て
み
る
肇
の
面
に
滑
ふ
て
る
る
か
ら
、
全
く
形

式
的
だ
と
い
ふ
こ
と
が
判
る
。
ほ
ん
と
う
の
壇
は
、
上
下
枢
と
聞

に
束
が
入
っ
て
み
る
と
こ
ろ
は
和
様
の
如
く
、
粥
目
板
に
は
一
種

の
彫
刻
が
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
も
外
國
式
と
見
ら
れ
な

く
も
な
い
や
う
で
あ
る
。
　
　
　
，
、

　
　
　
　
軸
　
　
　
　
　
　
｝
管
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
折
衷
襟
須
彌
壇

　
和
様
と
麿
様
と
を
折
衷
し
た
や
う
な
も
の
芝
例
に
は
、
嚢
に
記

し
夫
聯
㌫
毯
霧
業
堂
の
が
丁
度
間
に
瓜
・
ふ
や
・
で
あ

る
。
第
四
一
四
圖
を
み
れ
は
自
然
剰
る
で
あ
ら
う
が
、
上
下
に
同

じ
繰
形
を
幾
つ
も
繰
返
し
、
聞
に
和
様
の
束
を
た
て
、
胴
目
板
に

は
盲
蓮
子
を
入
れ
て
あ
る
。
尤
も
正
面
中
央
の
間
は
盲
懸
子
で
は

（　17　Ll　）



な
く
、
格
狭
間
の
中
へ
圓
に
二
引
と
巴
紋
と
桐
の
絞
と
つ
け
た
も

の
を
用
ひ
て
あ
る
が
，
此
堂
は
桃
山
時
代
に
修
理
が
あ
っ
た
と
い

ふ
こ
と
だ
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
時
の
補
加
で
あ
ら
う
。
尾
道
市
西

國
寺
三
重
塔
須
彌
壇
も
亦
、
此
一
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
勾
欄
も
亦
側
面
か
ら
み
る
と
純
和
様
で
あ
る
が
、
正
面
か
ら
で

は
李
桁
と
架
木
に
特
殊
な
黙
か
あ
る
。
其
鼻
に
た
っ
て
み
る
親
柱

は
、
八
角
形
で
あ
か
い
様
な
色
で
塗
っ
て
あ
り
、
勿
論
後
補
で
多

分
勿
目
板
中
央
の
墨
黒
間
と
同
時
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
何
れ

に
し
て
も
最
初
の
こ
と
は
よ
く
判
ら
ぬ
が
、
と
に
か
く
聖
壇
は
ま

こ
と
に
よ
く
和
唐
を
折
衷
し
た
も
の
で
、
此
を
建
築
に
例
ふ
る
な

ら
ば
、
観
心
寺
本
堂
か
鶴
林
寺
本
堂
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
憂
　
　
　
　
　
　
　
り
…
ハ
　
　
　
　
　
　
　
管
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
要
す
る
に
當
代
の
は
、
建
築
と
同
じ
く
和
・
唐
・
天
・
折
衷
の

四
種
を
撒
へ
得
る
が
、
こ
の
う
ち
和
様
に
二
種
あ
っ
て
、
一
は
假

に
翌
翌
と
名
づ
け
た
も
の
で
、
上
下
の
椎
と
束
と
よ
り
成
り
、
其

間
の
羽
目
板
に
は
連
手
窓
・
格
挾
間
・
額
縁
等
を
入
れ
、
叉
は
全
く

無
地
の
も
の
も
あ
り
、
さ
う
し
て
蓮
子
と
い
っ
て
も
盲
も
あ
れ
ば

間
の
す
い
た
の
も
あ
り
、
横
も
あ
れ
ば
縦
も
あ
る
と
い
っ
た
工
合

に
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
、
便
宜
表
宜
表
示
し
て
み
る
と

　
和
様
の
も
の
は
朋
目
板
に

（　175　）

撃
窓
轟
轡
も
の
（
縦
に
限
る
）

を
入
れ
て
あ
る
。

　
　
　
　
n
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
滑
九
）
（
天
沼
）

第
十
⊥
ハ
巻
　
　
第
三
號
　
　
　
五
一
、
五



　
　
　
　
　
隣
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
藩
学
）
（
天
沼
）

と
い
ふ
風
に
分
け
得
る
。
重
麿
の
も
の
は
、
一
つ
の
壇
の
上
に
も

う
一
つ
重
ね
九
や
う
な
も
の
で

等
が
入
れ
て
あ
る

　下
　壇
格
挾
間

和
様
の
も
の
に
は
、
最
も
稀
に
圓
形
の
が
あ
っ
た
。
幡
摩
浮
土

寺
浮
土
堂
の
は
其
｝
例
で
あ
み
。
尤
も
現
在
の
は
或
は
後
の
修

補
か
も
知
れ
ぬ
が
、
例
へ
さ
う
と
し
て
も
當
初
か
ら
あ
の
式
で

は
な
か
つ
弛
と
い
ふ
小
糠
の
な
い
以
上
、
あ
れ
を
以
て
二
三
時

代
の
例
と
し
て
お
い
て
も
差
支
は
な
い
筈
で
あ
る
。

唐
様
に
あ
り
て
は

下
王
舅
埴

幸
嬉
｛
鯛
纏
纏
）
（
灘
讐
飛

　
　
　
　
　
　
箪
十
よ
ハ
巻
　
第
一
二
號
　
　
，
一
血
一
山
ハ

三
板
｛
繕
馨
謹
聴
。
も
璽

天
竺
襟
の
は

　
下
に
足
あ
り
．
壇
は
和
様
の
如
く
、
羽
目
板
に
一
種
の
絡
挾
間

　
擬
の
彫
刻
を
入
れ
て
あ
り
、

折
衷
様
で
は

　
和
唐
の
混
つ
た
も
の
、
例
へ
ば
上
下
に
同
様
の
繰
形
を
反
野
に

　
く
り
返
し
、
間
の
朋
目
板
に
額
縁
入
の
育
蓮
子
を
入
れ
た
り
し

た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

と
い
ふ
位
が
、
當
代
須
彌
壇
の
性
質
で
あ
る
と
い
へ
る
や
う
に
思

ふ
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
蜘
捌
（
ハ
年
（
ハ
h
月
四
目
［
稿
了
）
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